
 

全連退への３０年度加入状況調査の結果について 

平成３０年８月現在 

 平成３０年度の全連退加入状況調査の結果をお知らせいたします。今後の活動や会員の

入会等にご活用ください。調査にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

１ ３０年度までの会員数・会費納入人数の推移 

年度 会員数 会費納入人数   差  災害・免 

平成２３ １００，５８８ ９２，６７８ －７，９１０ １，０２７ 

  ２４    ９２，６０６   ９２，２７５ －  ３３１    ６８５ 

  ２５    ９４，３２７   ９１，５３２ －２，７９５    ４２０ 

  ２６    ９３，７９９   ９０，５３２ －３，００３    ２００ 

  ２７    ９１，６３６   ８９，６２５ －２，０１１    ２００ 

  ２８    ９３，７６９   ８９，３２２ －４，４４７    ２００ 

  ２９    ９０，９５９   ８７，７５４ －３，２９５    ２００ 

  ３０    ８９，８５３    

＊会員数は、各年度８月末の会員数 

＊３０年度の会費納入人数については、現在は未定 

２ ２９年度末退職者の入会状況 

・全退職者数  ５，４８５人、うち入会者数 ３，８４１人 入会率７０％ 

・入会率８５％以上の県（団体） ２２県（団体） 

・地区別入会率 

          ２７年度   ２８年度    ２９年度    ３０年度    

北海道地区      ４２％    ３６％     ２９％     ２７％ 

東北地区       ７７％    ７８％     ８１％     ７８％ 

関東甲信越地区    ７０％    ６８％     ６９％     ６４％ 

東海北陸地区     ８７％    ７７％     ８６％     ９１％ 

近畿地区       ５５％    ５４％     ６３％     ４５％ 

中国地区       ８１％    ７９％     ８０％     ８０％ 

四国地区       ９２％    ９８％     ９３％     ８７％ 

九州地区       ８５％    ８５％     ８７％     ８５％ 

３ 途中入会者、途中退職者、逝去者について 

・２９年９月～３０年７月末の途中入会者数――７８人（昨年８５人） 

・同            途中退会者数――１，２３６人（昨年１，７５３人） 

・同            逝去者数――――― ９０７人（昨年１，１５４人） 

４ 準会員・賛助会員の制度 

  あり――１７県（団体）  なし――３８県（団体） 



５ 「入会のお誘いにあたって」に関して 

（１） どのような手立てを講じたか 

 ・自県の会報、全連退の会報・情報等の活用や、入会案内の配布等 

 ・現職校長会との交流（教育懇談会、情報交換会、懇親会等） 

 ・退職予定者への学校訪問・戸別訪問（本部、支部事務局） 

 ・人脈を生かす 

 ・辞令交付式等公式の場の活用 

（２） いくつかの事例から 

 ・各支部における「勧誘の手立て」を交流し、効果を高めたい。また、未加入者が６５

歳になった年に再度入会を働きかけるようにしたい。（北海道） 

 ・学校の教育活動に積極的に参加し、退職校長会の活動の意識付けを図っている。会報

発行への現職の協力の機会が、理解につながっている。（秋田） 

 ・現職校長との実践発表会・研究協議会を開催し、交流を深める。また、「ホームペー

ジ」を充実し、日常的な広報活動に努めている。（埼玉） 

 ・現職の校園長に「現職会員（会費は無し）」として勧誘をし、退職後に会員に移行す

る取組をしている。（奈良） 

 ・退職前年の夏に退職者を確認し、以後３月にかけて学校訪問、戸別訪問し、入会勧誘

に努めている。（和歌山） 

 ・退職辞令交付の日の昼食会に参加して勧誘。日常的な学校ボランティア活動の中での

啓発。（福岡市） 

 ・「新会員予定者との懇談会・懇親会」を１月から３月の間に開催。案内状は役員が持

参し、本人に直接連絡する。（熊本） 

 ・現職校長会との定期的な連絡会を開催。また、会報を全員に配布。退職後の再就職の

支援。（鹿児島） 

 ・再任用制度等により、「定年」にかかわる状況や意識が変わってきた。それに伴い退

職校長会への加入意識が低下している。このことへの対応を工夫する必要がある。 

                                （東京・香川） 

 

 

 

《訂正とお詫び》 

 全連退情報第１６２号の記事の中で、文部科学副大臣のお名前を「浮島美智子」と表記

しましたが、正しくは「浮島智子」でした。お詫びして訂正いたします。 


